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This article discusses the quantitative text analysis, i.e., text mining of the PBL lesson free-form questionnaires by using 
KH Coder in order to examine the educational effects of the lesson done at Department of Mechanical Engineering. To 
do this end, we have conducted a statistical analysis of the texts written in the student questionnaires for PBL lessons 
that were conducted in two semesters in 2017 and 2018. It has been discussed whether this lesson project has been 
effective for attaining the class goals to acquire the fundamental academic ability that can tackle the project solution.












議会答申 [1]（2016 年 12 月）においても探求の過
程を通じた学習活動を行うよう指導の改善を図る必

























2017 年度より機械工学科 PBL 授業では、教職員
からなる PBL ワーキンググループ（PBL WG）を立
ち上げ、機械工学専修の 13 研究室が共通の課題解
決に取り組むこととした。また、各研究室代表のリー















で実践できるフリーウェアである KH Coder を利用
することとした。









とを PBL 授業目標として掲げ、昨年度 2017 年度よ
り、自動車等移動体の設計・製作の課題研究を、学








2018 年度 3 年生受講者数は 96 名であった。2017 年
度の受講者数は 132 名であった。さらに、毎年春学
期末に機械専修 13 研究室に配属される各研究室の
3 年生 7 ～ 10 名からなる研究室 PBL チームを編成









































































KH Coder [6] は、樋口によって開発された計量
テキスト分析（テキストマイニング）用フリー
ウェアである。今回利用した Windows 版のパッ























本研究では 2017 年度と 2018 年度の PBL 授業で
の自由記述式感想文の文章を上述の方法によって
ディジタルデータ化し、そのテキストデータを用い








から <H5> までの 5 種類のタグが使用可能であり、
<H1> を実施年度（2017・2018 年度）、<H2> を研究
室（13 研究室）、<H3> を学籍番号（2018 年 90 名分・













































 くつで、それは全体の何 % にあたるのか。
(2) 文書群のうち、一つもコードが与えられな 











2017 年度および 2018 年度の授業体験感想文を対




2018 年度の授業体験感想文を <H2> タグ（デモ
走行会の順位）に分割し、順位ごとの特徴を見た対












Figure	1  Results of correspondence analysis
表1　コーディングルール
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表 2 のクロス集計について、2017 年度と 2018 年






















そこで、2018 年度のリーダー学生 13 人の授業体
験感想文に対して表 2 と同様のクロス集計を行な



























Table	2	 Results of cross tabulation
表3　課題およびレギュレーション
Table	3	 PBL subjects and its regulations
表4　リーダー学生のクロス集計比較
Table	4	 Results of cross tabulation
for team leader students
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